
済生会滋賀県病院を受診された患者さまへ 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 
 本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用又は提供されることを希望

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

研究課題名 

（倫理委員会受付番号） 

転倒転落予防における多職種連携の重要性（No.479） 

～看護助手との連携強化とその効果について～ 

当院の研究責任者 横山 律子 

他の研究機関および各施設

の研究責任者 
他の研究機関との連携なし 

本研究の目的 

自部署では、転倒転落対策としてスコアシートによるリスク評価、リハ

ビリスタッフを含めた転倒転落カンファレンス、せん妄リスク薬の廃止

に向けて医師や薬剤師と連携を行った。しかし転倒転落件数が著明に増

加している状況から、発生原因や傾向を明らかにするとともに、新たな

対策として看護助手との連携による取り組みを行い、その有用性や改善

点を評価し、今後の転倒転落防止策に繋げることを目的とする。 

調査データ該当期間 2020 年 2月～2021 年 5月までの情報を調査対象とする 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる患者様 

上記期間内に 9階東病棟に入院され、入院中に転倒転落された患者 

 

●利用する情報 

電子カルテに記載のある診療記録と看護師が作成したインシデントレポ

ートを利用する。 

試料/情報の他の研究機関ヘ

の提供及び提供方法 
他の機関への試料・情報の提供はない 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から氏名や住所等の患者さまを直接特定できる個人情報は

削除致します。また、研究成果は学会等で発表を予定していますが、そ

の際も患者さまを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 
本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

お問い合わせ先 

電話番号：077-552-1221（病院代表） 

所属・職名：9 階東病棟・看護師 

担当者氏名：寺嶋 海里 

 


